
障害者支援課

地域生活支援担当

3317

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B38
医療的ケア児支援体制整備促進モデル事業費 民生費 障害者福祉費 障害者支援費

令和元年度～  宣言項目   

分野施策 030730 障害者の自立・生活支援

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △8,192 △8,192 4,608

現計額 12,800 12,800

令和元年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

社会福
祉費

事 業
期 間

根 拠
法 令令和 2年度

　医療的ケアが必要な障害児が地域で安心して生活でき
るよう、デイサービスやショートステイの施設等におけ
る受入体制を整備する。

　設備費用及び研修費用の補助金所要額等が、当初の見
込みを下回ったことによる減額　
（１）デイサービス受入促進事業費　　　△ 5,150千円
（２）医療的ケア児支援従事者養成研修費△ 2,942千円
（３）支援体制整備費　　　　　　　　　　△ 100千円

（１）事業内容
　　ア　デイサービス受入促進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,500千円　→　2,350千円
　　　　事業所において医療的ケアが必要な障害児を受入れるため、必要なベッドの設置等に係る費用を補助する。
　　イ　医療的ケア児支援従事者養成研修費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,000千円　→　2,058千円
　　　　医療的ケアが必要な障害児を受入れる事業所でたんの吸引等の医療行為を提供できる職員を養成するため、研修
　　　費用を補助する。
　　ウ　支援体制整備費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 300千円　→　200千円
　　　　市町村において医療的ケアが必要な障害児の受入が円滑に進むよう、障害児の受入れについて事業所等関係機関
　　　と情報共有や意見交換を行う。

（２）事業計画
　　　医療的ケアが必要な障害児のニーズがある市町村をモデルとして、受入先の確保や人材の育成を行うとともに、
　　個別事例を収集し、地域での受入体制を整備する。

（３）事業効果
　　　医療的ケアが必要な障害児が、身近な地域でサービスを利用することが可能になる。

（４）補正予算の概要
　　　事業実施市町村及び研修受講者が少なかったこと等により、当初の見込みを下回ったことに伴う減額。

（県10/10）

9,500千円×0.5人＝4,750千円

補正後の
予算額

― 福祉部 B38 ―


	予算見積調書

